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1. 林木のもつ炭素量は土地条件や林齢などに影響されるが, 気候的影響はすくなく, 十分に成育した











般的には10-25の間にあり, 熱帯の森林では約10, 暖温帯林では約15, 亜寒帯林では約20の値を示すこと
になる｡
4. 室内実験によると炭素の分解率は土壌の諸性質にほとんど関係なく, ほぼ一足であるが, 窒素の分







論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
森林生態系において, 炭素, 窒素およびその他の無機塩類は緑色植物の光合成, 土壌微生物による有機








その結果, 林木における炭素 ･窒素の現存量は環境条件に支配されることはすくないが, 林地における
現存量は著しく環境条件, 特に温度に影響されて変化する｡
林地における有機物の現存量は, 落葉落枝の供給量と分解率により支配されるが, 炭素の供給量は温度
に対し一次的に増加するのに対し, 循環経路を異にする窒素の供給量は温度に対し二次的に増加する｡ 他
方分解率は何れの場合も二次的に増加するので, 林地におけるC/N比は高温地帯ほど小となる｡
同一温度の環境では炭素の分解率は土壌の性質に関係なく一定であるのに反し, 窒素の分解率は C/N
比に支配されるため, C/N比は常に安定した方向に動くなど, 森林生態系における物質の循環に閑し,
基礎的に重要な多くの新知見を得ている｡
このように本研究は生態学ならびに林学に貢献するところが大きい0
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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